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10年+ 120回+ 1,000件+
改善報告会 継続 ⽉次プレゼン カイゼン実例

便利なツールも、使われなければ続かない

仕事を奪われる不安がある

何から始めるかわからない

最初だけで終わってしまう

38年の⽇系⼯場で実証済みの、
AI活⽤法を提供。

AIも「カイゼン」の
やり⽅で始める。

AIもカイゼンで
始めればいい。

在タイ日系製造業向け
AI
×
カイゼン
6か月伴走
AIを現場に定着させる。

現場が抱える、4つの
モヤモヤ

AIを現場改善の道具として使う。

KNTは1989年にタイ進出した日系製造業です。

紙運用だった現場をDXで進化させ、今では全社でAIを活用中。

その実践ノウハウをお伝えします。

半年後に、こうなっている。

意識が変わる

仕事が奪われる 

堅苦しい報告 

⼀度きりの研修 

Phase 00 
準備フェーズ

プレ・ヒアリングM0 M1 キックオフ

現状を整理し、

推進体制を作る

AIを体験し、

最初の挑戦を決

める

Phase 02 
実⾏フェーズ（⽉次サイクル）

サイクル開始 横展開M2 M4M3 M5⼿応えの蓄積 ブラッシュアップ

小さく始め、

実践を習慣化。

成果を共有し、

活用を広げる。

成功事例を他

部署へ展開。

成果を磨き、

価値を⾼める。

Phase  03 仕上げ

M6ファイナル・アワード

経営層の前で

成果発表。

⾃⾛の開始。

Phase  01 
キックオフ

 6ヶ⽉の流れ
 ⼩さく始めて、
    毎⽉⼀段ずつ。

社内に残るもの

業務ツールが

現場で稼働

毎⽉ネタが

出る報告会

新機能を

追える習慣

ツールやライセンスは買えても、

AIを使う文化は買えません。

だから私たちは、製造業が培ってきた

カイゼンのフォーマットに、AIという燃料を

流し込みます。

KNT x Wadfun Digital Solution

ゴール

AIを触ることが「当たり前」になり、現場が楽しんでいる状態。

半年終了後の「おかわり」（半年延⻑）も可能です。

1 オンライン30分の
現状ヒアリング (STEP 1)
無料 / NDA締結のうえ実施

2 御社向けスコープ提案
3ページ提案書
プラン調整・スコープ確定

3  2週間以内に
PHASE 00 開始
プレ・ヒアリング → キックオフ

お問い合わせ

担当：⽠⽣

a.uryu@kunomura.com

次の⼀歩 まずは、30分のヒアリングから。

→ ⾯倒な仕事から解放 

→ 発表が楽しみになる

→ 毎⽉続く⽂化へ



1 オンライン30分の
現状ヒアリング

無料 / NDA締結のうえ実施

Frontline Specialist FDE 
(Forward Deployed Engineer) 

期間固定のパッケージではなく

ご要望に合わせたパッケージをご提案

現場に直接⾶び込み、

 現場の最前線で、システム開発。

在タイ⽇系製造業のための製造業特化型エンジニア「FDE」
派遣サービス。現場に⼊り、課題から⾒つけにいく。

開発室ではなく⼯場に前線配置され

るエンジニアです。

進め⽅のイメージ ── ⽴ち合いから、⾃⾛まで。

⾃ ⾛ へ の 引 き 渡 しのとき、こうなっている。

職⼈が⾃分のために専⽤の道具を作るように、

現場の運⽤に最適化された仕組みを素早く作り、

定着させます。

観察して「ここをデジタル化すれば作業時間が

半減する」と⾃ら企画・開発し、

御社内で⾃⾛・運⽤できる状態を実現するところ

までが役割です。

Frontline Specialist FDE 
(Forward Deployed Engineer)  タイで38年、製造現場を知る

エンジニアを派遣。

KNTは1989年にタイに進出した⽇系製造業です。⾃社
の⼯場で紙の⽣産データをデジタルに置き換え、現場

オペレーターからトップまでが仕組みを使いこなす状態

を作ってきました。その現場感覚を持つエンジニアを、

御社の⼯場に送り出します。

1989年
タイ進出37年

130個+
内製アプリ

∞分野
製造・品質・技術・オフィス業務の専⾨家

プレ・ヒアリング

課題の現状を確認

キックオフ

適切なFDEを現場へ

構 築 フ ェ ー ズ （ オ ン サ イ ト ＋ リ モ ー ト ）

オンサイト＋リモートで構築

動くものを現場に⾒せながら詰めていく。

⾃ ⾛ へ の 引 き 渡 し

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

検証と運⽤の引き継ぎ

訪問頻度を調整 目標期間を設定
複数部門・
大型案件は
チーム編成

現 場 が 変 わ る 社内に残るもの ゴール

1 オンライン30分の
現状ヒアリング (STEP 1)
無料 / NDA締結のうえ実施

2 御社向けスコープ提案
対象部⾨・期間・成果物

を確定

3  2週間以内に
STEP 2 開始
プレ・ヒアリング → キックオフ

お問い合わせ

担当：⽠⽣

a.uryu@kunomura.com

次の⼀歩 まずは、30分のヒアリングから。

現場にしっくりくるシステムが

完成し、モヤモヤが解消。

御社だけで回す準備も整った状態。

期間終了後の「おかわり」（延⻑）も可能です。

紙とExcel の⼿作業 → 画⾯ひとつで完結 現場の運⽤に合った業務システムが稼働

現場に合わない  → 現場の⼿順どおり動く
作業員が使いこなす⼿順とトレーニングが

揃う
使われないシステム → 作業員が毎⽇使う道具

浸透しない

担当者がいない

現場に合わない

使いこなせない

「ITシステム」と「製造ライン」の連携を阻む、現場の壁

SaaSが増えすぎる


